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奥
秩
父
の
山
々
に
抱
か
れ

た
埼
玉
県
秩
父
郡
小
鹿
野
町

に
あ
る
曹
洞
宗
光
源
院
の
住

職
を
務
め
る
。
光
源
院
は
１

５
２
５
年
、
室
町
時
代
に
創

始
さ
れ
た
禅
宗
の
古
刹
。

「
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と

は
、
相
手
の
気
持
ち
を
思
い

や
っ
て
行
動
す
る
こ
と
」
と

話
す
。

　
光
源
院
の
跡
継
ぎ
と
し
て

育
っ
た
。
埼
玉
県
立
秩
父
高

校
時
代
、
平
安
時
代
の
長
編

物
語
『
源
氏
物
語
』
に
魅
せ

ら
れ
、「
源
氏
を
み
っ
ち
り

学
び
た
い
」
と
専
大
文
学

部
へ
。
専
門
ゼ

ミ
、
サ
ブ
ゼ
ミ

と
も
、
源
氏
を

専
門
と
す
る
教

授
の
下
で
学
ん

だ
。

　
サ
ブ
ゼ
ミ
指

導
の
中
田
武
司

教
授
（
現
・
名

誉
教
授
）
か
ら

の
夏
休
み
の
宿

題
で
、
影
印
本

の
古
典
籍
を
基

に
若
紫
の
巻
を

書
写
し
た
。「
大

変
だ
っ
た
け
れ
ど
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
」と
ほ
ほ
笑
む
。

　
興
味
は
平
安
朝
文
学
に
と

ど
ま
ら
ず
、
書
道
や
香
道
に

も
広
が
っ
た
。
東
京
の
神
田

神
保
町
の
古
書
店
街
、
上
野

の
博
物
館
や
美
術
館
を
巡
っ

た
り
、
芝
居
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
楽
し
ん
だ
り
し
た
。
学

生
時
代
に
買
い
集
め
た
本
は

ミ
カ
ン
箱
30
箱
に
な
っ
た
。

　
謡
曲
・
仕
舞
も
習
い
、
鳳

祭
の
仮
設
舞
台
で
披
露
し
た

こ
と
も
。
川
島
記
念
学
術
賞

の
文
学
部
総
代
と
し
て
卒

業
。「
好
き
な
こ
と
に
挑
戦

し
て
、
知
的
好
奇
心
に
満
た

さ
れ
た
４
年
間
だ
っ
た
」
と

振
り
返
る
。
専
大
で
の
経
験

一
つ
一
つ
が
、
社
会
に
出
て

い
く
う
え
で
の
血
と
な
り
肉

と
な
っ
た
。

　
大
学
２
年
次
の
時
、
前
住

職
の
父
を
亡
く
し
た
。
卒
業

し
て
す
ぐ
曹
洞
宗
大
本
山
で

修
行
の
の
ち
25
世
住
職
に
就

い
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
地
と

は
い
え
、「
僧
侶
と
し
て
地

域
に
溶
け
込
む
ま
で
20
年
か

か
っ
た
。
檀
家
に
鍛
え
ら

れ
、助
け
ら
れ
た
」と
言
う
。

　
地
域
に
密
着
し
た
活
動
に

も
積
極
的
に
取
り
組
む
。
地

元
の
幼
稚
園
児
を
集
め
、
広

大
な
寺
院
の
裏
山
で
タ
ケ
ノ

コ
掘
り
を
す
る
の
は
春
の
恒

例
行
事
。

　
居
合
道
の
合
宿
で
夏
、
小

鹿
野
に
滞
在
す
る
日
髙
義
博

理
事
長
と
も
交
流
が
あ
る
。

　
年
に
１
度
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
卒
業
生
の
集
い
・

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
参

加
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。

　「
人
間
関
係
は
財
産
で
す
」

－相手の気持ちを思いやる－

埼
玉
県
秩
父
郡

光
源
院
の
住
職

石
い

し

田だ

秀
ひ

で

光
み

つ

さ
ん

（
昭
59
文
）

募集期間　2020年3月31日まで

専修大学の教育・研究活動、学生支援、教育施設整備のため、皆様の専修大学の教育・研究活動、学生支援、教育施設整備のため、皆様の
ご支援ご協力をお願いいたします。ご支援ご協力をお願いいたします。

専修大学創立140年
石巻専修大学創立30年 記念事業募金

チェア募金 神田10号館の教室で使用する椅子の整備に充てます

箱根駅伝出場を目指す陸上競技部を支援します箱根駅伝出場応援募金

神田新校舎
「多目的ホール・

シート募金」

神田10号館の多目的ホール（仮称）に設置する固定椅子を対
象に募集します。ご寄付いただいた方は、椅子にご芳名をい
れたプレートを取り付けさせていただきます 一口10万円

神田10号館に植栽する樹木を対象に募集いたします。ご寄
付いただいた方は、樹木にご芳名をいれたプレートを設置さ
せていただきます 一口５万円

創立140周年
 記念樹募金

専専修大学募金局修大学募金局
TEL 03・3265・3157TEL 03・3265・3157
E-mail : bokin@acc.senshuE-mail : bokin@acc.senshu-u.ac.jp-u.ac.jp
https://www.senshu-u.ac.jp/abhttps://www.senshu-u.ac.jp/about/donation/out/donation/

お問い合わせ

　専修大学及び石巻専修大学では、この
たびの台風・豪雨災害で被災した学生と
その保護者の方に対して、安心して学
業が続けられるよう経済的な支援をして
まいります。経済支援奨学金募金を通じ
て、被災した学生や、経済的に修学が困
難な学生を奨学金で支援します。安定し
た学生生活を送ることができるよう、皆
さまのご支援を賜りたく、何卒ご協力の
ほどお願いいたします。

経済支援奨学金募金

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

〈
佐
倉
・
四
街
道
支
部
総
会
〉

▽
11
月
23
日
（
祝
・
土
）
正

午
〜
▽
Ｊ
Ｒ
佐
倉
駅
か
ら
徒

歩
２
分
「
佐
倉
第
一
ホ
テ

ル
」
旴
伊
藤
隆
文
氏
☎
０
９

０
・
７
８
２
９
・
５
６
４
６

〈
上
越
支
部
総
会
〉

▽
11
月
23
日
（
祝
・
土
）
17

時
〜
▽
Ｊ
Ｒ
直
江
津
駅
か
ら

徒
歩
１
分
「
ホ
テ
ル
ハ
イ
マ

ー
ト
」
旴
関
武
宣
氏
☎
０
９

０
・
８
７
７
３
・
６
１
２
５

〈
津
軽
支
部
総
会
〉

▽
11
月
23
日
（
祝
・
土
）
17

時
30
分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
弘
前
駅
か

ら
車
５
分
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

キ
ャ
ッ
ス
ル
」
旴
油
川
安
孝

氏
☎
０
１
７
２
・
２
６
・
１

５
６
０

〈
佐
賀
鳳
会
総
会
〉

▽
11
月
23
日
（
祝
・
土
）
18

時
〜
▽
Ｊ
Ｒ
佐
賀
駅
か
ら
徒

歩
15
分
「
料
理
屋
き
り
ん
」

※
13
時
30
分
よ
り
佐
賀
県
青

春
寮
歌
祭
に
参
加
旴
吉
田
英

範
氏
☎
０
９
５
２
・
３
２
・

１
６
６
０

〈
東
京
消
防
庁
お
お
と
り
会

総
会
〉

▽
11
月
25
日
（
月
）
18
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
「
報
恩

の
間
」
旴
伊
藤
幸
永
氏
☎
０

９
０
・
１
６
０
５
・
１
４
７

７〈
杉
並
支
部
総
会
〉

▽
11
月
29
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
阿
佐
ケ
谷
駅
か

ら
徒
歩
１
分
「
中
国
料
理
翠

海
」
旴
木
梨
盛
祥
氏
☎
03
・

３
３
０
４
・
９
３
２
１

〈
高
知
県
支
部
総
会
〉

▽
11
月
30
日
（
土
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
高
知
駅
か
ら
徒

歩
10
分
「
得
月
楼
」
旴
戸
梶

邦
彦
氏
☎
０
９
０
・
１
０
０

７
・
５
０
７
１

〈
中
野
支
部
総
会
〉

▽
12
月
21
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
中
野
駅
か
ら
徒
歩
３

分
「
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
」
旴

髙
﨑
孝
夫
氏
☎
０
９
０
・
４

０
２
８
・
３
２
２
２

就
　
任

第
４
次
安
倍
第
２
次
改
造
内

閣
人
事
（
９
月
11
日
）
厚
生

労
働
副
大
臣

▽
稲
津
久
氏
（
い
な
つ
・
ひ

さ
し

昭
57
商
）

62
人
が
腕
前
披
露

校
友
会
ゴ
ル
フ
大
会

10
月
18
日
に
千
葉
県
泉
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
、
第
35

回
校
友
会
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ

・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、

62
人
が
素
晴
ら
し
い
シ
ョ
ッ

ト
を
披
露
し
た

写
真
。

　
懇
親
会
で
は
、
台
風
19
号

な
ど
に
よ
る
被
災
学
生
等
支

援
金
を
募
り
、
学
校
法
人
専

修
大
学
に
寄
付
し
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り
。

▽
個
人
優
勝
、
ベ
ス
ト
グ
ロ

ス
賞

福
城
遊
氏
（
平
22
経

営
）
▽
シ
ニ
ア
優
勝

角
井

政
夫
氏
（
昭
44
法
）
▽
団
体

優
勝

秋
田
会

樂
水
會
が
寄
付

　
法
学
部
・
日
髙
義
博
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
卒
業
生
の
会
で
あ

る
樂
水
會
が
学
校
法
人
専
修

大
学
に
寄
付
を
行
っ
た
。

10
月
19
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
か
れ
た
樂
水
會
総

会
の
あ
と
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
同
会
１
期
生
・
山
田
均

さ
ん
と
37
期
生
の
一
色
さ
や

か
さ
ん
が
、
鈴
木
文
哉
常
務

理
事
に
寄
付
金
を
手
渡
し
た

写
真
。

　
学
校
法
人
専
修
大
学
の

「
専
修
大
学
創
立
１
４
０
年

・
石
巻
専
修
大
学
創
立
30
年

記
念
事
業
募
金
」
に
多
額
の

寄
付
を
い
た
だ
い
た
田
口
文

夫
名
誉
教
授
（
元
法
学
部
教

授
）
に
、
日
髙
義
博
理
事
長

が
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

　
田
口
名
誉
教
授
は
10
月
16

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪

れ
、
日
髙
理
事
長
、
佐
々
木

重
人
学
長
ら
と
懇
談
し
た
。

　
田
口
名
誉
教
授
は
本
学
の

卒
業
生
で
、「
学
部
、
大
学

院
を
通
し
て
奨
学
金
を
い
た

だ
き
学
業
に
専
念
で
き
た
。

そ
の
後
専
大
の
教
員
と
し
て

42
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
。

寄
付
は
教
育
施
設
の
整
備
拡

充
や
教
育
研
究
の
充
実
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

田
口
名
誉
教
授
に

感
謝
状
を
贈
呈

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
田
口

名
誉
教
授
（
中
央
）

大
國
魂
神
社
例
大
祭
描
い
た
映
画
『
く
ら
や
み
祭
の
小
川
さ
ん
』

　
東
京
都
府
中
市
の
大
國
魂

神
社
の
例
大
祭
を
舞
台
に
し

た
長
編
映
画
『
く
ら
や
み
祭

の
小
川
さ
ん
』（
浅
野
晋
康

監
督
・
脚
本
）
が
全
国
の
映

画
館
で
公
開
中
だ
。

　
舞
台
と
な
る
大
國
魂
神
社

は
都
内
で
も
屈
指
の
古
社

で
、
毎
年
春
に
行
わ
れ
る

「
く
ら
や
み
祭
」
は
千
数
百

年
続
く
伝
統
行
事
だ
。
か
つ

て
深
夜
に
街
の
明
か
り
を
全

て
消
し
た
暗
闇
の
中
で
神
輿

渡
御
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
こ

う
呼
ば
れ
、
現
在
も
70
万
を

超
え
る
人
出
で
に
ぎ
わ
う
。

　
祭
り
を
よ
り
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
同
神

社
と
氏
子
ら
が
映
画
製
作
に

協
力
し
た
。
中
心
に
な
っ
て

「くらやみ祭」神輿渡御のシーンⒸヴァンブック

活
躍
し
た
の
が
同
神
社
権
宮

司
の
猿
渡
惇
さ
ん
（
平
19

文
）
。
神
社
内
に
映
画
製
作

実
行
委
員
会
を
置
き
、
撮
影

に
全
面
的
に
協
力
し
た
ほ
か

資
金
集
め
に
も
尽
力
し
た
。

　
会
社
を
早
期
退
職
す
る
こ

と
に
な
っ
た
六
角
精
児
さ
ん

演
じ
る
主
人
公
が
、
地
元
の

大
國
魂
神
社
「
く
ら
や
み

祭
」
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と

で
、
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
家
族

と
の
関
係
を
取
り
戻
し
、
地

域
の
人
々
と
絆
を
結
ぶ
。
人

生
の
新
た
な
楽
し
み
を
見
い

だ
し
て
い
く
物
語
だ
。

　
猿
渡
さ
ん
は
「
祭
り
は
人

と
地
域
を
つ
な
げ
、
人
々
を

元
気
に
す
る
。
映
画
は
ま
さ

に
そ
ん
な
姿
が
描
か
れ
て
い

る
。
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

猿
渡
惇
さ
ん
（
平
19
文
）
が
製
作
に
尽
力

多
額
寄
付


